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8月の休日救急医

条）

千手診療所

中条病院（中

18日

25日

9月上句の予定

山口医院（下条）

池田医院（本町西）

1日

8日

　
中
屋
敷
の
子
供
相
撲
大
会
は
、
土
用

　
り
つ
し

の
丑
の
日
に
開
か
れ
ま
す
。
今
年
は
七

月
二
十
五
日
で
し
た
。

　
こ
の
相
撲
大
会
は
、
例
年
三
分
団
成

年
会
と
地
区
の
小
学
校
P
T
A
の
行
事

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
夕
方
六
時
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
ず
土
俵
に
上
が
っ
た
の
は

お
し
め
を
ま
わ
し
代
わ
り
に
し
た
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
の
力
士
で
す
。
こ
の
ク
ラ
ス

は
お
互
い
に
技
の
切
れ
味
が
も
う
一
つ

で
、
引
き
分
け
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
対
戦
相
手
は
東
西
の
控
え
に
並
ん
だ

順
で
す
の
で
、
男
の
子
と
女
の
子
の
取

り
組
み
も
あ
り
ま
す
。
小
学
校
三
、
四

年
生
で
は
女
の
子
の
ほ
う
が
強
い
よ
う

で
し
た
。

　
約
六
十
人
の
チ
ビ
っ
子
力
士
が
出
場

し
ま
し
た
の
で
、
打
ち
上
げ
は
午
後
九

時
半
ご
ろ
と
な
り
ま
し
た
。



1””川II”1““llll広報かわにし／昭和60年8月12日発行lllr”””1”””1”1””19”1””1“”llr“”“””lm”””II””””lll”””“1”II”ll”1”1””lllllll””“1””””ll”””ll1“””ll”911”m”“【2】”“”ll”1

上野小学校校舎改築

本体工事は

　
今
回
は
、
第
四
回
町
議
会
定
例
会
の
後
半
（

七
月
五
日
）
分
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
上
野
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
工

事
関
連
と
集
落
下
水
管
路
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2億9，000万円で

　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　一　　　　　　　　　帰　　　　　　　　　o　　　　　　　　一　　　　　　　　，　　　　　　　　甲　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　一　　　　　一　　　　　．　　　　　，　　　　一　　　　．　　　　o　　　一　　　一　　　．　　一　　一　　一　一　一　甲
り曹，

▼
上
野
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
工
事

請
負
契
約

◇
本
体
工
事
（
延
床
面
積
は
二
千
五

　
七
月
四
日
に
指
名
競
争
入
札
を
行

っ
た
上
野
小
学
校
木
造
校
舎
改
築
工

事
は
、
本
体
、
給
排
水
暖
房
設
備
、

電
気
の
各
部
門
別
に
請
負
業
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
長
は
各
業
者

と
の
請
負
契
約
を
結
ぶ
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
三
件
と
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
い
ま
す
。

上野小の地鎮祭（7月20日）

百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
）

・
契
約
の
金
額

　
　
一
一
億
九
千
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
井
川
・
高
橋
・
小
川
建
設
共
同

　
企
業
体
（
井
川
建
設
株
式
会
社

　
　
・
株
式
会
社
高
橋
工
務
店
・
小

　
川
建
築
工
業
所
）

・
工
事
期
間

　
六
十
年
七
月
五
日
か
ら
六
十
一

　
年
六
月
三
十
日
ま
で

◇
給
排
水
暖
房
設
備
工
事

・
契
約
の
金
額

　
　
三
千
三
百
四
十
五
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
㈱
美
佐
伝
・
㈱
山
松
商
店
・
お

　
　
さ
べ
水
道
建
設
共
同
企
業
体
（

　
　
株
式
会
社
美
佐
伝
・
株
式
会
社

　
　
山
松
商
店
・
お
さ
べ
水
道
）

・
工
事
期
間

　
　
六
十
年
七
月
五
日
か
ら
六
十
一

　
　
年
六
月
三
十
日
ま
で

◇
電
気
工
事

・
契
約
の
金
額

　
　
四
千
八
百
五
十
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　
川
西
電
設
共
同
企
業
体
（
株
式

　
　
会
社
後
藤
電
機
・
協
和
電
業
・

　
　
渡
辺
電
機
商
店
．
五
十
嵐
電
気
）

・
工
事
期
間

　
　
六
十
年
七
月
五
日
か
ら
六
十
一

　
　
年
六
月
三
十
日
ま
で

▼
集
落
下
水
五
〇
号
線
管
路
工
事
請

負
契
約

　
下
平
新
田
地
内
の
集
落
下
水
五
〇

号
線
管
路
工
事
は
、
三
千
三
百
五
十

万
円
で
株
式
会
社
丸
山
工
務
所
が
請

け
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
完
成

期
限
は
六
十
年
十
二
月
一
日
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
信
越
電
気
通
信
監
理

局
の
存
置
継
続
に
関
す
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＠
先
ご
灸

　
噛

「
．
四
、

　
　
　
国
民
年
金
額
が
三

　
　
　
　
　
年
金
額
の
ス
ラ
イ
ド

改
定
を
内
容
と
す
る
国
民
年
金
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
拠
出
年
金
の
年
金
給
付
は
、
原

則
と
し
て
五
年
ご
と
に
政
策
改
定

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
間
に
全

国
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
度
に

対
し
五
％
を
超
え
て
変
動
し
た
場

合
は
、
年
金
額
を
改
定
す
る
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
五
十
九
年
度
の
物
価
上
昇
率

は
こ
れ
以
内
で
し
た
が
、
社
会
経

済
情
勢
が
考
慮
さ
れ
、
特
例
的
な

金
（昭和60年5月から）

年出拠

ぶ
く
、し，

四
％
ア
ッ
プ

ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
制
度

上
ス
ラ
イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

政
策
的
な
改
定
が
拠
出
年
金
と
併

せ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、

福
祉
年
金
の
額
も
改
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
所
得
制
度
額
と
併
給
限
度

額
も
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
改
定
に
よ
る
差
額
の
支
給
は
、

拠
出
年
金
に
つ
い
て
は
九
月
、
福

祉
年
金
に
つ
い
て
は
八
月
の
定
時

支
払
い
の
際
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年　　金　　の　　種　　類 肇正瀞

老　齢　年　金

19　年　納　付 42，375円

10　年　年　金 31。408円

5　年　年　金 26，733円

障　害　年　金
1　級　障　害 61，817円

2　級　障　害 49，450円

母子・準母子
年　　　　　金

子1人のと　き 49，450円
母子加算がある
と　　　　　　　き 64。450円

遺　児　年　金 子1人のとき 49，450円

（昭和60年6月から）
金年祉福

年　　金　　の　　種　　類 啓正講
老　　　　　齢

福　祉　年　金

扶養義務者等の
収が600万円　満 26，500円

同上の年収が
600万円～876万円 23，800円

障　　　　　害

福　祉　年　金

1　級　障　害 39，800円

2　級　障　害 26，500円

母子・準母子
福　祉　年　金 子が1人のとき 34，500円
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脳

町議会議員選挙速報

投
票
率
は
九
五
・
一
九
％

『　任　期　満　・了
　よ
　る
　町　議！・ム・萎本
，幽齢凄麟

》
開
票
風
景

▲投票風景

開票の結果

一
般
選
挙
は
、
八
月
六
日
に
告
示
さ

れ
、
同
日
、
立
候
補
届
け
の
受
け
付

け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
は
、
定
数
を
三
人
オ
ー

バ
ー
の
二
十
三
人
と
な
り
、
選
挙
戦

に
突
入
し
ま
し
た
。

　
選
挙
運
動
は
五
日
間
で
し
た
が
、

連
旦
二
十
五
度
も
の
猛
暑
の
中
で
、

活
発
な
街
頭
演
説
、
有
権
者
へ
の
熱

烈
な
呼
び
か
け
が
展
開
さ
れ
、
町
中

に
活
気
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。

　
投
票
は
、
十
一
日
の
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
、
町
内
十
六
投
票

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
即
日
、
午
後
八
時
か
ら
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
票
の
結
果
、
二

十
人
の
新
町
議
会
議
員
が
誕
生
し
ま

し
た
。
投
西
蛋
＋
は
九
五
．
一
九
％
で

し
た
。

　
新
構
成
の
町
議
会
は
、
九
月
一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
後
四
年
間
、
皆
さ
ん
が
選
ん
だ

代
表
の
活
躍
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

投
票
の
状
況

☆
当
日
の
有
権
者
数

　
　
男
…
…
…
…
三
、
四
〇
七
人

　
　
女
…
…
…
…
三
、
六
六
二
人

　
　
計
・
…
…
…
：
七
、
〇
六
九
人

☆
投
票
者
数

　
　
男
…
…
…
…
三
、
一
九
七
人

　
　
女
…
…
…
…
三
、
五
三
二
人

　
　
計
…
…
…
…
六
、
七
二
九
人

☆
投
西
輩

　
　
男
…
…
…
…
九
三
・
八
四
％

　
　
女
…
…
…
…
九
六
・
四
五
％

　
　
計
…
…
…
…
九
五
・
一
九
％

☆
投
票
総
数
の
う
ち

　
　
有
効
投
票
－
六
、
六
六
一
二
票

　
　
無
効
投
票
…
…
…
六
六
票

☆
候
補
者
別
の
得
票
状
況
は
、
別
表

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

　
の
と
お
り
で
す
。
　
（
按
分
に
よ
る

　
小
数
点
以
下
は
切
り
捨
て
ま
し
た
）

立
候
補
者
が

　
　
　
紳
士
協
定

　
今
回
の
町
議
会
議
員
の
選
挙
で
は
、

立
候
補
者
が
次
の
よ
う
な
紳
士
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

○
昼
休
み
中
の
街
頭
で
の
呼
び
か
け

を
自
粛
す
る
。

○
自
分
の
地
区
に
は
ら
れ
た
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
は
、
他
候
補
の
も
の
で

も
責
任
を
持
っ
て
撤
去
す
る
。

当選戸田哲次（無所属現）　510票

当選しげの一郎（無所属現）428票

当選田　口直人（無所属新）353票

当選高橋弥太郎（無所属現）351票

当選小川　清次（無所属現）350票

当選小林寅雄（無所属現）344票
当選くわばらとしお（無所属現）339票

当選高橋長夫（無所属現）329票

当選小林正人（無所属現）326票

当選押木元男（無所属現）299票
当選ねつ健治郎（無所属新）294票

当選柄沢悌二（無所属新）291票

当選小海貞二（無所属現）285票
当選村山勇太郎（無所属新）255票

当選登坂　　茂（無所属現）252票

当選平野正義（無所属現）246票
当選田中与三郎（無所属現）225票

当選上村広治（無所属現）225票

当選柳　 藤作（無所属新）207票

当選平野圭二（無所属現）204票
次点富井相四郎（無所属新）201票

次点小幡藤策（無所属新）201票

　　戸田スミ（無所属新）144票
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戸
田
哲
次
5
3
歳
現

〔
町
内
〕

仁
田

〔
職
業
〕

理
容
業

〔
現
職
〕

議
会
選
出
監
査
委
員

〔
前
歴
〕
議
会
建
設
社
会
委
員
長

〔
抱
負
〕
若
い
人
た
ち
が
希
望
を
持

っ
て
定
着
で
き
る
生
活
環
境
づ
く
り

を
目
ざ
し
た
い
。
克
雪
対
策
、
工
場

誘
致
、
福
祉
対
策
、
運
動
公
園
等
、

将
来
に
夢
を
描
か
れ
る
町
づ
く
り
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
た
い
。

滋
野
一
郎
5
8
歳
現

〔
町
内
〕

野
口

〔
職
業
〕

農
業

〔
現
職
〕

（敬称路、抱負は一部整理）

産
業
厚
生
委
員
長
、
農
業
委
員
会
長

〔
前
歴
〕
議
会
副
議
長

〔
抱
負
〕
農
業
を
基
盤
と
し
て
、
工

場
誘
致
で
は
今
後
五
か
年
間
に
四
、

五
社
を
導
入
し
、
就
業
者
男
子
二
百

人
く
ら
い
を
計
画
し
た
い
。
二
十
一

世
紀
に
向
か
っ
て
一
大
農
村
工
業
地

域
を
つ
く
り
、
若
者
の
定
住
を
図
る
。

田
口
直
人
39
歳
新

〔
町
内
〕

木
落

〔
職
業
〕

農
業〔現
職
〕

農
業
委
員

〔
前
歴
〕
1

〔
抱
負
〕
①
農
業
者
と
し
て
、
現
場

の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
将
来
の

川
西
町
農
業
の
あ
り
方
お
よ
び
担
い

手
育
成
に
全
力
を
挙
げ
る
。
②
雪
に

強
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
。
③
若
者

が
定
着
す
る
郷
土
づ
く
り
。

高
橋
弥
太
郎
60
歳
現

〔
町
内
〕

高
倉

〔
職
業
〕

農
業

〔
現
職
〕

議
会
総
務
文
教
委
員
長

〔
前
歴
〕
議
会
選
出
監
査
委
員

〔
抱
負
〕
①
豪
雪
災
害
対
策
と
道
路

交
通
の
整
備
。
②
過
疎
、
後
継
者
対

策
と
産
業
の
振
興
。
③
教
育
文
化
ス

ポ
ー
ッ
の
振
興
と
医
療
の
充
実
。
④

青
少
年
対
策
と
高
齢
者
社
会
に
即
応

し
た
福
祉
の
向
上
。
⑤
観
光
の
開
発
。

小
川
清
次
7
0
歳
現

　
　
　
蒙
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
平
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
職
業
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
材
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
現
職
〕

議
会
議
長
、
魚
沼
木
材
組
合
理
事
長

〔
前
歴
〕
議
会
選
出
監
査
委
員

〔
抱
負
〕
①
克
雪
対
策
と
道
路
の
改

良
整
備
。
②
若
者
の
定
住
対
策
と
地

場
産
業
の
育
成
。
③
農
業
の
振
興
と

商
工
業
の
発
展
対
策
。
④
青
少
年
の

健
全
育
成
と
ス
ポ
ー
ッ
の
振
興
。
⑤

老
人
の
生
き
が
い
対
策
と
福
祉
向
上
。

小
林
寅
雄
61
歳
現

〔
町
内
〕

中
屋
敷

〔
職
業
〕

農
業

〔
現
職
〕

議
会
総
務
文
教
副
委
員
長

〔
前
歴
〕
国
鉄
職
員

〔
抱
負
〕
　
「
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か

で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
と
す
る
。
①
企
業
誘
致
と
地
場
産

業
の
振
興
。
②
福
祉
行
政
の
促
進
。

③
克
雪
対
策
の
強
化
。
④
新
十
日
町

大
橋
架
橋
。
④
国
鉄
工
事
へ
の
対
応
。

桑
原
要
雄
64
歳
現

〔
町
内
〕

室
島

〔
職
業
〕

農
業

〔
現
職
〕

土
地
改
良
区
理
事
、
仙
田
振
興
会
長

〔
前
歴
〕
議
会
建
設
住
民
委
員
長

〔
抱
負
〕
①
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

こ
れ
を
町
政
に
反
映
す
る
。
②
住
民

所
得
の
向
上
に
企
業
誘
致
を
結
び
つ

け
る
。
③
冬
季
の
交
通
完
全
確
保
。

④
西
部
地
区
振
興
対
策
。
⑤
嫁
婿
問

題
を
重
視
し
、
町
の
活
性
化
に
努
力
。

高
橋
長
夫
64
歳
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

　
　
　
　
　
　
灘
汐
坪
山

農
政
推
進
協
議
会
委
員

〔
前
歴
〕
食
糧
事
務
所
技
官

〔
抱
負
〕
①
水
資
源
の
確
保
と
生
活

の
向
上

②
教
育
文
化
の
推
進
と
施
設
の
充
実

③
住
民
福
祉
の
向
上

④雪

害
対
策
の
促
進

⑤
明
る
く
住
み
良
い
町
づ
く
り

小
林
正
人
59
歳
現

〔
町
内
〕

中
仙
田

〔
職
業
〕

農
業〔現
職
〕

議
会
副
議
長
、
土
地
改
良
区
理
事

〔
前
歴
〕
仙
田
地
区
開
発
振
興
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

〔
抱
負
〕
町
民
憲
章
に
謳
わ
れ
た
町

の
実
現
に
努
力
。
①
ス
ポ
ー
ッ
振
興

と
医
療
の
充
実
。
②
福
祉
の
充
実
と

明
る
い
地
域
づ
く
り
。
③
克
雪
対
策

の
強
化
。
④
若
者
が
定
着
で
き
る
職

場
の
確
保
。
⑤
生
涯
教
育
の
推
進
。

押
木
元
男
4
8
歳
現

　
　
〔
町
内
〕

欝
、
動

　
電
気
工
事
業

　
　
〔
現
職
〕

議
会
建
設
住
民
委
員
長

〔
前
歴
〕
総
務
文
教
副
委
員
長

〔
抱
負
〕
行
政
へ
の
パ
イ
プ
役
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
め

て
、
ま
た
、
住
民
協
力
の
要
と
し
て

役
立
ち
た
い
。
国
県
へ
の
つ
な
が
り

強
化
に
努
め
た
い
。
雪
を
制
す
る
た

め
の
努
力
を
さ
ら
に
。
人
口
増
へ
の

希
求
を
具
体
的
な
も
の
に
。
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根
津
健
治
郎
52
歳
新

農
業
共
済
評
価
員
、

〔
前
歴
〕
農
協
営
農
指
導
員

〔
抱
負
〕
　
“
夢
と
希
望
”
の
あ
る
明

る
い
町
（
若
者
が
定
着
で
き
る
町
、

町
民
が
誇
り
を
持
て
る
町
）
づ
く
り
。

①
生
活
環
境
の
整
備
と
克
雪
対
策
。

②
農
業
（
産
業
）
の
振
興
。
③
人
間

づ
く
り
を
目
ざ
す
教
育
。 　

　
　
〔
町
内
〕

　
　
原
田

轟
〔
職
業
〕

　
　
農
業

　
　
〔
現
職
〕

土
地
改
良
総
代

柄
沢
悌
二
5
5
歳
新

〔
町
内
〕

沖
立〔職

業
〕

農
業

〔
現
職
〕

農
業
委
員
、
新
潟
川
西
農
協
理
事

〔
前
歴
〕
千
手
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
長

〔
抱
負
〕
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
、

若
者
の
い
る
二
十
一
世
紀
の
川
西
町

を
確
立
し
た
い
。
施
策
は
、
克
雪
対

策
を
強
化
し
、
雇
用
の
場
を
広
げ
て
、

健
全
な
る
兼
業
農
家
群
を
確
立
し
、

商
業
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

小
海
貞
二
54
歳
現

〔
町
内
〕

上
野

〔
職
業
〕

会
社
員

〔
現
職
〕

議
会
克
雪
対
策
特
別
委
員
長

〔
前
歴
〕
消
防
団
第
三
分
団
長

〔
抱
負
〕
若
者
が
喜
ん
で
働
け
る
環

境
づ
く
り
と
お
年
寄
り
が
楽
し
く
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
。
効
率
的
な
除
排

雪
体
制
を
確
立
。
地
域
の
活
性
化
対

策
。
各
界
各
世
代
の
協
力
に
よ
る
地

域
の
産
物
・
観
光
開
発
を
推
進
す
る
。

村
山
勇
太
郎
61
歳
新

交
通
指
導
員

〔
前
歴
〕
農
業
委
員

　
　
〔
町
内
〕

亀
．
同
原
田

　
　
〔
職
業
〕

　
農
業

　
　
〔
現
職
〕

〔
抱
負
〕
豊
か
で
明
る
く
住
み
よ
い

ふ
る
さ
と

故
郷
の
創
造
。
①
克
雪
対
策
の
強
化
。

②
道
路
改
修
。
③
新
し
い
発
想
で
の

生
産
組
織
再
編
成
。
④
老
朽
化
農
用

溜
池
の
整
備
。
⑤
水
田
パ
イ
プ
か
ん

が
い
施
設
。
⑥
幹
線
農
道
の
拡
幅
。

登
坂

茂
6
5
歳
現

　
　
〔
町
内
〕

璽
野

　
農
業

　
　
〔
現
職
〕

へ
き
地
教
育
振
興
会
長

〔
前
歴
〕
議
会
産
業
厚
生
委
員
長

〔
抱
負
〕
①
明
る
く
活
力
あ
る
町
づ

く
り
。
②
国
道
4
0
4
号
改
良
促
進
。

③
東
部
地
区
流
雪
溝
整
備
。
④
新
十

日
町
大
橋
建
設
促
進
。
⑤
冬
季
の
交

　
　
　
　
　
ふ
ん

通
確
保
。
⑥
糞
尿
利
用
土
づ
く
り
。

⑦
青
少
年
非
行
防
止
。
⑧
過
疎
防
止
。

平
野
正
義
62
歳
現

〔
町
内
〕

上
町

〔
職
業
〕

金
物
販
売
業

〔
現
職
〕

議
会
建
設
住
民
副
委
員
長

〔
前
歴
〕
産
業
厚
生
副
委
員
長

〔
抱
負
〕
①
商
工
業
対
策
と
西
ノ
山

開
発
並
び
に
村
お
こ
し
。
②
過
疎
対

策
と
し
て
の
工
場
誘
致
と
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
の
明
る
い
町
づ
く
り
。
③

十
日
町
大
橋
と
流
雪
溝
の
促
進
並
び

に
山
野
田
団
地
の
早
期
開
発
。

田
中
与
三
郎
7
8
歳
現

　
〔
町
内
〕

　
山
野
田

轟
〔
職
業
〕

　
保
険
代
理
業

　
〔
現
職
〕

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
長

〔
前
歴
〕
議
会
副
議
長

〔
抱
負
〕
山
酌
傷
の
か
ぐ
わ
し
い
花

の
よ
う
な
文
化
の
町
に
。
働
く
人
々

の
汗
が
報
い
ら
れ
る
生
産
の
町
に
。

お
年
寄
り
と
子
供
を
た
い
せ
つ
に
す

る
社
会
福
祉
の
町
に
。
若
者
が
希
望

を
持
て
る
発
展
の
町
に
。

上
村
広
治
62
歳
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
町
内
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
〔
職
業
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
現
職
〕

農
業
委
員
、
新
潟
川
西
農
協
理
事

〔
前
歴
〕
上
野
地
区
下
水
道
組
合
長

〔
抱
負
〕
①
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、

第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
特
産
品
開
発

セ
ン
タ
ー
の
設
立
。
②
克
雪
住
宅
づ

く
り
、
消
雪
用
地
下
水
対
策
、
川
西

ダ
ム
の
冬
期
利
用
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
る
。
③
観
光
地
開
発
を
行
う
。

柳

藤
作
59
歳
新

纏

〔
町
内
〕

学
校
町

〔
職
業
〕

農
業

〔
現
職
〕

〔
前
歴
〕
農
林
水
産
省
技
官

〔
抱
負
〕
雪
国
の
後
進
性
を
脱
却
し
、

町
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
克

雪
と
利
雪
対
策
を
政
策
の
基
本
と
し

て
、
除
雪
対
策
の
意
識
改
革
を
行
い
、

行
政
と
住
民
が
一
体
に
な
っ
た
対
応

を
し
た
い
。
冶
纂
ヨ
溝
の
整
備
実
現
。

平
野
圭
二
7
2
歳
現

馨
灘
欝
蹴

〔
町
内
〕

東
善
寺

〔
職
業
〕

農
業〔現
職
〕

川
西
町
土
地
改
良
区
理
事
長

〔
前
歴
〕
議
会
議
長

〔
抱
負
〕
輝
か
し
い
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
、
我
が
川
西
町
発
展
の
道
を

擢
き
、
潤
い
と
活
力
に
満
ち
た
、
若

い
人
々
の
定
着
す
る
町
づ
く
り
に
最

大
の
努
力
を
す
る
。
農
業
を
基
盤
と

し
た
企
業
の
町
づ
く
り
が
目
標
。
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　十日町地域広域事務組合の昭和59年度決算

がまとまりましたので、その概略をお知らせ

します。

　この事務組合は、十日町市・川西町・津南

町・中里村が資金を出し合い、広域的な消防

活動・と畜場・総合福祉センター（御陣荘）

の各事業を行っています。

66，200万円

63，521万円

　2，679万円

入
出
金

　
　
　
越

　
　
　
際

　
　
　
弓

歳
歳
差

一
般
会
計

灘
纏
囎

麟
灘
灘

p
麟
雛

十日町市29，559万円

／担＼負　 金

歳入
㌧66，200万円

60，149万円

津南町
13，745万円

　
5
円

村
簿

里
7
，

中

常備消防費41，293万円

国庫支出金￥
　　2。354万円

繰越金
　　2，416万円

その他
　　1，281万円

防

費

歳出1
63，521万円

消防
施設費
　　　　　　　61，522万円
　8，403万円

　　　　　非常備消防費

　　　　　　　　11。826万円

特別会計
○救急出動状況

　　川西町　122回（全体の10．8％）

○川西町消防団の出動状況

　　災害7回　演習・出初式3回

　　訓練・警戒22回　合計32回

消

議会費　、
　　58万円

総務費
　　975万円

公債費
　　966万円

会計名 歳　　入 歳　　出 繰　　越
川　　の

　担金
川西町の
1　　い

総　　　　　合
福祉センター

　　万円
4，207

　万円
3，994

　万円

213
万円

22
　人
35

と畜場事業 3，588 3，300 288 128
豚1，735頭
牛　　1

合　　　　　計 7，795 7，294 501 150 一

　
南
雲
町
長
の
「
三
つ
の
公
約
」
の

う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
二
年
前
の
八

月
に
小
脇
集
落
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

移
動
役
場
は
、
先
月
九
日
の
赤
谷
集

落
で
、
一
応
仙
田
地
区
を
一
回
り
し
、

町
の
東
部
地
区
へ
と
移
っ
て
き
ま
し

た
。
　
先
月
二
十
四
日
に
は
、
三
箇
地
区

公
民
館
で
十
一
回
目
の
移
動
役
場
が

あ
り
ま
し
た
。
参
集
者
は
原
田
、
根

深
、
下
原
の
約
四
十
人
で
し
た
。
町

側
か
ら
は
、
町
長
、
教
育
長
、
そ
れ

に
課
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
移

動
役
場
は
住
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
の

距
離
を
近
づ
け
る
た
め
に
設
け
た
も

の
で
、
地
域
の
問
題
や
町
の
将
来
な

ど
に
つ
い
て
、
車
座
と
な
っ
て
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く熱気がこもる三箇地区公民館

こ
と
に
よ
っ
て
、
住
み
良
い
地
域
、

町
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
や
れ
る
も
の
は
明
日
か
ら
で

も
や
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
主
な
も
の
と

し
て
は
、
①
跡
継
ぎ
対
策
、
②
企
業

誘
致
、
③
国
鉄
信
濃
川
水
力
発
電
再

開
発
計
画
、
④
十
日
町
大
橋
（
仮
称
）

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
長
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
次
の

よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
①
独
身
女
性
が
故
郷
を
離
れ
る
率

が
高
い
。
若
者
に
魅
力
の
あ
る
職
場

の
開
拓
、
文
化
施
設
や
体
育
施
設
の

整
備
な
ど
を
図
り
た
い
。
②
誘
致
企

業
は
、
単
一
の
職
種
に
偏
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

も
従
業
員
の
募
集
に
協
力
願
い
た
い
。

③
具
体
的
な
問
題
を
国
鉄
か
ら
引
き

出
す
よ
う
努
力
し
、
分
か
り
し
だ
い

一
つ
一
つ
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
す

る
機
会
を
持
つ
。
④
橋
自
体
は
補
償

用
水
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
あ
り
、

国
鉄
に
か
な
り
の
費
用
負
担
を
願
う
。

橋
の
完
成
は
六
十
五
年
度
と
い
う
こ

と
で
合
意
が
で
き
て
い
る
。
取
付
道

路
の
完
成
は
め
ど
が
立
た
な
い
。

　
夜
八
時
か
ら
始
ま
っ
た
移
動
役
場

は
、
十
一
時
半
ま
で
続
き
ま
し
た
。
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川西町職員の募集
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　川西町職員採用初級・看護婦試験を次により行います。

①試験区分と採用予定人員

区分 職　　種 採用予定人員

初　級 一般事務 1人

一 看護婦 1人

　十日町市・川酉町

衛生施設組合の家計簿

　　　59年度決算から

　十日町市・川西町衛生施設組合の昭和59年

度決算をお知らせします。

②受験資格

（曝刀級（一般事務）

●昭和35年4月2日から昭和43年4月1日までに生まれ
　た人、ただし大学卒業者は除く．
（2）看護婦

●昭和31年4月2日以後に生まれた人で、看護婦の国家

　試験合格者、または昭和61年3月31日までに資格取得

　見込みの人．

③試験日時と試験場

●初級（一般事務）は、第1次および第2次試験を行い

　ます。

●看護婦は、第2次試験のみを行います。

（1）第1次試験（新潟県人事事務組合で行う試験）

●試験日　11月10日（日）受付時間午前9時から午前9
　時40分まで．

●試験場　六日町（場所未定）

●方法教養試験として高等学校卒業程度の内容で、地

　方公務員として必要な一般的知識、それに知能につい

　ての択一式による筆記試験と作文試験を行います。

（2糖2次試験

●試験日　12月中旬ごろ

●試験地　川西町

●方法　初級（一般事務）第1次試験合格者および看護

　婦受験申込者に対し、面接試験・身体検査を実施しま

　す。

④最終合格者の発表　12月下旬ごろ

⑤採用　昭和61年4月1日
⑥受験手続

（1）申込書の請求先　役場総務課

（2）申込方法　受験申込書に所要事項を記入・押印し、写

　真（縦4cm、横3cm）3枚を添えて、役場総務課に直

　接持参するか、郵送してください。看護婦の場合は、

　履歴書、看護免許状の写し（すでに資格を取得してい

　る人）、看護婦学校等が発行した成績証明書をそれぞ

　れ1通添付してください。申し込みの際、試験案内を
　差し上げます。

（3）申込書の受付期間

　8月20日（火）から9月10日　（火）まで（勤務時間内

　にお願いします）．郵送の場合は、締切日までに到着

　したものに限り受け付けます。

※詳しいことは、総務課へお問い合わせください。

歳入合計　3億9，175万5，530円
（川西町負担金4，210万9，000円）

歳出合計　3億6，636万8，504円

差引繰越金　　2，538万7，026円

川西町民の施設利用状況

火　葬　場 84件 1，129，716円

“（一持
みち
処込
　み
理を

利除
用↓

可燃物 2，193t

32，559，460円
埋め立て 883t

主　　な

焼却費用

重油 12．7964 942，000円

電気料 58，987kw 1，620，000円

ごみ1tの処理費用 10，585円

し
尿
処
理
利
用

浄化槽 528k4
23，141，257円

汲み取り 3，585k4

し尿1k4当たり費用 5，626円

町内し尿浄化槽設置総数 246基

囎 　
皿

赫

｝

、、Ψ》眞駄、

ず　ヤリ　　　　　　ドヤノロヘし
ペヤノ

／ 》 膨－u飯、、

道路は、私たちが使う貴重

な財産です。

広く、美しく、安全に利用

しましょう。

一8月は

　　道路をまもる月間です一

道
路
は
だ
れ
の
も
の
？

／
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明
治
・

大
正
の
青
年
団

　
明
治
中
期
に
生
ま
れ
た
青
年
団
は
、

各
集
落
の
若
衆
宿
を
そ
の
ま
ま
継
承

し
て
閉
鎖
的
に
運
営
さ
れ
た
が
、
村

当
局
や
郡
の
呼
び
か
け
で
町
村
制
施

行
の
前
後
か
ら
、
村
単
位
の
組
織
づ

く
り
に
移
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
創

立
さ
れ
た
仙
田
青
年
会
は
、
数
え
年

十
七
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
の
男
子
全

員
で
組
織
さ
れ
た
。
十
五
集
落
に
小

団
を
置
き
、
農
閑
期
に
適
宜
集
会
を

開
い
て
会
員
相
互
の
親
睦
・
研
修
を

図
り
、
学
を
修
め
、
共
同
作
業
や
地

域
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
千
手
青
年
会
は
、
若
者
の
有
志
が

至
誠
会
を
結
成
し
、
二
十
三
年
（
一

八
九
〇
）
に
奥
田
清
記
を
招
い
て
漢

籍
と
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る

（
『
中
魚
沼
郡
誌
』
）
。
新
聞
・
雑

誌
を
縦
覧
し
、
討
論
会
や
演
説
会
を

開
き
、
農
業
知
識
の
交
換
を
行
っ
た
。

　
上
野
村
青
年
会
は
、
二
十
五
年
（

一
八
九
二
）
二
月
に
青
年
の
有
志
を

も
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
四
十
二
年
に

は
連
合
青
年
団
に
衣
替
え
し
、
百
数

十
人
の
団
員
が
知
識
の
交
換
と
協
同

心
の
養
成
を
目
的
に
活
動
し
た
。

　
中
野
村
青
年
会
は
、
三
十
七
年
（

一
九
〇
四
）
十
一
月
に
坪
山
・
霜
条

・
鶴
吉
・
高
原
田
・
伊
勢
平
治
・
友

重
の
青
年
会
を
合
し
て
組
織
さ
れ
た
。

農
閑
の
休
日
を
利
用
し
て
会
員
が
一

致
労
働
し
、
そ
の
賃
金
を
蓄
積
し
、

冬
季
間
に
は
夜
学
会
を
開
設
し
て
農

村
青
年
に
必
要
な
教
養
を
身
に
つ
け

た
。　
橘
村
青
年
会
は
、
三
十
八
年
（
一

九
〇
五
）
に
戸
田
章
治
・
丸
山
平
ら

二
十
余
人
で
組
織
し
た
。
し
か
し
、

ほ
か
の
青
年
た
ち
と
の
間
に
円
満
を

欠
き
、
中
魚
沼
郡
長
の
指
導
も
あ
っ

て
四
十
二
年
に
年
齢
十
五
歳
以
上
で

二
十
七
歳
ま
で
の
男
子
全
員
を
会
員

と
し
、
組
織
を
拡
大
し
て
集
落
ご
と

に
支
部
を
設
け
た
。

　
日
露
戦
争
後
の
青
年
団
は
、
役
場

や
郡
役
所
・
警
察
署
な
ど
の
指
導
を

受
け
て
組
織
の
強
化
拡
大
を
図
り
、

ほ
と
ん
ど
の
村
が
全
集
落
の
青
年
会

を
傘
下
に
収
め
て
一
村
を
網
羅
し
た

団
体
と
な
っ
た
。
団
長
に
は
団
員
以

外
の
村
の
有
力
者
が
推
さ
れ
、
そ
の

下
に
役
員
と
名
の
つ
い
た
若
者
が
連

な
っ
て
会
を
運
営
す
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
。
各
村
の
青
年
団
は
、
四
十

三
年
以
降
に
中
魚
沼
郡
青
年
団
へ
義

務
的
に
加
入
し
た
。

　
小
白
倉
青
年
団
の
記
録
に
よ
る
と
、

四
十
五
年
（
一
九
一
三
）
七
月
七
日

に
十
日
町
小
学
校
で
中
魚
沼
郡
連
合

青
年
団
の
総
会
が
開
か
れ
、
各
村
か

ら
お
お
む
ね
三
十
人
ず
つ
の
代
表
が

出
席
し
て
盛
会
を
極
め
た
。
議
事
終

了
後
に
記
念
講
演
が
あ
り
、
講
師
二

人
が
熱
弁
を
振
っ
た
。

　
県
教
育
会
長
の
鳥
井
法
学
士
は
「

愛
国
心
」
の
演
題
を
説
き
起
こ
し
、

国
家
に
対
す
る
青
年
の
心
得
か
ら
至

尊
の
御
盛
徳
を
説
き
、
農
村
青
年
の

覚
悟
に
及
ん
で
舌
を
結
ん
だ
が
、
特

に
至
尊
の
御
盛
徳
を
説
く
に
当
っ
て

は
聴
衆
に
血
涙
を
流
さ
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
。

　
高
田
第
十
三
師
団
参
謀
の
吉
井
少

佐
は
日
露
大
戦
中
の
遼
陽
の
実
戦
談

を
説
明
し
、
皇
国
民
の
心
得
に
及
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
し
や
く
わ
ん

で
舌
を
結
び
、
聴
衆
を
切
歯
拒
腕
さ

せ
た
。
こ
の
こ
ろ
聖
上
陛
下
（
明
治

天
皇
）
御
不
例
の
た
め
、
一
同
ひ
た

す
ら
御
平
癒
を
御
祈
り
し
、
黙
礼
し

て
散
会
し
て
い
る
。

　
明
治
後
期
の
青
年
団
は
、
共
同
作

業
で
得
た
収
益
を
蓄
財
し
、
俳
句
・

弁
論
大
会
な
ど
の
文
化
活
動
や
農
業

知
識
の
交
換
を
行
い
、
会
員
の
研
修

を
図
る
こ
と
に
専
心
し
た
。
思
想
的

な
面
で
は
、
日
清
・
日
露
の
戦
い
を

通
じ
て
愛
国
心
の
高
揚
に
貢
献
し
た

こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

　
大
正
期
に
入
る
と
、
国
民
の
思
想

善
導
が
差
し
迫
っ
た
課
題
と
さ
れ
、

そ
の
対
象
と
し
て
青
年
団
の
育
成
に

大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
た
。
四
年
（

一
九
一
五
）
九
月
に
青
年
団
体
の
重

要
性
を
力
説
し
た
訓
令
が
出
さ
れ
る

と
、
文
部
省
に
通
俗
教
育
（
現
在
の

社
会
教
育
）
の
計
画
・
実
行
の
任
に

当
た
る
事
務
官
が
置
か
れ
、
県
に
も

主
任
官
が
置
か
れ
て
、
優
良
図
書
の

推
薦
や
講
演
会
の
開
催
な
ど
が
強
力

に
推
進
さ
れ
た
。

　
仙
田
村
青
年
団
の
目
的
と
実
行
事

項
（
大
正
六
年
十
月
決
定
）
は
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
目
的
）

一
、
常
二
忠
孝
ノ
本
義
二
則
リ
、
人

　
格
ノ
修
養
二
努
メ
、
立
憲
治
下
ノ

　
良
民
タ
ル
本
分
ヲ
尽
ス
コ
ト

ニ
、
身
体
ノ
強
健
ヲ
図
リ
、
尚
武
敢

　
為
ノ
気
衆
ヲ
酒
養
シ
、
真
個
青
年

　
ノ
元
気
ヲ
発
揚
ス
ル
コ
ト

三
、
補
修
教
育
ノ
普
及
改
善
二
努
力

　
シ
、
勤
労
ノ
良
習
ヲ
振
作
シ
、
実

　
業
ノ
発
達
二
貢
献
ス
ル
コ
ト

　
　
　
（
実
行
事
項
）

一
、
徴
兵
適
齢
二
達
ス
ル
迄
ハ
夜
学

　
等
デ
補
修
教
育
ヲ
受
ル
コ
ト

ニ
、
体
力
ノ
健
全
ナ
発
達
ヲ
図
ル
為
、

　
角
力
・
撃
剣
・
柔
術
等
ノ
稽
古
ヲ

　
為
ス
コ
ト

三
、
浮
華
軽
挑
ノ
弊
ヲ
去
リ
、
奢
修

　
．
怠
慢
ヲ
戒
ム
ル
習
慣
ヲ
作
ル
為
、

　
平
素
ハ
足
袋
・
襟
巻
・
手
袋
・
指

　
輪
・
懐
中
時
計
等
ヲ
使
用
セ
ザ
ル

　
コ
ト

四
、
神
仏
敬
神
ノ
念
ヲ
養
成
ス
ル
為
、

　
神
社
境
内
ノ
掃
除
・
修
繕
或
ハ
祭

　
典
行
事
二
尽
力
ス
ル
コ
ト

五
、
公
徳
心
ヲ
酒
養
シ
、
自
己
ノ
本

　
分
ヲ
尽
シ
、
公
共
ノ
為
ニ
ハ
進
テ

　
犠
牲
ヲ
払
フ
ノ
覚
悟
ス
ベ
キ
コ
ト

六
、
従
来
ノ
悪
弊
ヲ
除
却
シ
テ
地
域

　
ノ
改
良
発
展
二
注
意
ス
ル
コ
ト

七
、
他
人
ノ
葬
儀
・
婚
礼
二
対
シ
礼

　
儀
ヲ
失
ハ
ザ
ル
様
注
意
ス
ル
コ
ト

八
、
不
正
ノ
発
音
、
野
卑
ナ
ル
言
語

　
及
訥
言
ノ
矯
正
二
注
意
ス
ル
コ
ト

九
、
有
識
知
名
ノ
人
ヲ
聰
シ
、
講
演

　
・
講
話
会
ヲ
開
キ
聴
講
ス
ル
コ
ト

　
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～

一
八
）
の
こ
ろ
か
ら
組
織
さ
れ
た
処

女
会
は
、
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に

内
務
・
文
部
の
両
省
か
ら
「
女
子
青

年
団
に
つ
い
て
の
通
牒
」
が
出
さ
れ

る
と
青
年
団
に
移
行
し
た
。
こ
の
年

産
声
を
上
げ
た
千
手
村
女
子
青
年
会

は
、
結
婚
前
の
娘
た
ち
全
員
で
組
織

し
、
春
秋
二
回
の
総
会
や
随
時
開
催

の
研
修
会
で
婦
徳
の
酒
養
に
努
め
て

い
る
。
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〈
ケ
ー
ス
①
〉
申
し
込
み
も
し
な
い

の
に
突
然
、
雑
誌
が
送
ら
れ
て
き
て
、

代
金
を
請
求
さ
れ
た
。
以
前
、
同
社

の
懸
賞
に
応
募
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

購
読
の
申
し
込
み
を
し
た
こ
と
は
な

い
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

〈
ケ
ー
ス
②
〉
注
文
も
し
な
い
の
に
、

二
か
月
に
一
度
ぐ
ら
い
の
割
合
で
、

通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
が
送
ら
れ
て

き
て
い
た
。
四
回
目
に
断
っ
た
ら
代

？
軌
欝

　
　
　
　
．
鵠
、
も

ζ

嚇
」

☆

　
購
入
の
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い

の
に
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
て

■
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
ブ
シ
ョ
ン
■

一
方
的
に
商
品
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
ら
れ
て
く
る

金
を
請
求
さ
れ
た
。

〈
ケ
ー
ス
③
〉
注
文
し
な
い
の
に
本

が
送
ら
れ
て
き
た
。
代
金
の
請
求
書

が
同
封
さ
れ
て
い
た
が
、
返
送
し
て

　
　
ヤ
　
　
ン
　
の

も
よ
し
カ

き
て
、
代
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
返

事
が
な
け
れ
ば
購
入
す
る
も
の
と
み

な
す
と
し
て
代
金
を
請
求
さ
れ
る
ー

こ
の
よ
う
な
商
法
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

オ
プ
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

思
い
出
の
川

、

信
濃
川

一
宮
市
　
望
　
月
　
ア

　
七
月
十
七
日
昼
過
ぎ
ご
ろ
、
突
然

息
子
の
、
　
「
お
ふ
く
ろ
、
川
西
の
役

場
か
ら
こ
ん
な
物
が
来
た
よ
」
と
い

う
声
が
し
て
、
何
事
だ
べ
か
と
ほ
ん

と
う
に
た
ま
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
故
郷
を
離
れ
て
四
士
二
年
、
役
場

の
こ
と
を
思
い
出
せ
な
い
ほ
ど
の
長

イ
子
さ
ん

い
歳
月
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ま

り
の
う
れ
し
さ
に
届
け
ら
れ
た
広
報

を
な
に
も
か
も
忘
れ
て
読
み
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
年
ご
ろ
の
方
は
、
町
の

幹
部
や
議
員
さ
ん
に
も
大
ぜ
い
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
存
じ
ま
す
が
、
議
会
報

告
を
見
て
も
あ
ま
り
お
名
前
が
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
の
ん
き
者
の
私
、
と
い
う
よ
り
も
、

そ
の
こ
ろ
の
女
性
た
ち
は
、
男
性
と

話
す
こ
と
す
ら
あ
ま
り
な
か
っ
た
た

め
で
す
か
ら
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　
三
十
代
、
四
十
代
ご
ろ
は
、
時
々

五
人
の
子
供
た
ち
を
つ
れ
て
、
伊
勢

平
治
の
実
家
へ
半
月
、
一
か
月
と
遊

び
に
行
き
ま
し
た
。
今
に
な
る
と
ほ

ん
と
う
に
う
れ
し
か
っ
た
思
い
出
と

し
て
心
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　
私
も
七
十
歳
に
手
が
届
き
そ
う
で

す
。
今
年
の
五
月
二
十
七
日
、
昔
の

海
軍
記
念
日
に
主
人
が
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
中
華
料
理
店
を
や
っ
て
い

る
の
で
、
息
子
た
ち
と
毎
日
元
気
に

働
い
て
い
ま
す
。

　
一
宮
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
な
ん
の

災
害
も
あ
ま
り
な
く
、
と
て
も
平
和

で
住
み
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。
毛
織
の

本
場
と
し
て
、
私
ど
も
が
戦
後
の
昭

和
二
十
三
年
の
暮
れ
に
来
た
こ
ろ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
じ

ら
二
十
年
間
く
ら
い
は
、
と
て
も
景

気
の
良
い
時
代
で
し
た
が
、
今
で
は

毛
織
も
落
ち
て
、
何
か
ひ
っ
そ
り
と

い
う
感
じ
で
す
。

　
私
の
母
は
、
　
「
雪
の
な
い
と
こ
ろ

で
暮
ら
す
の
は
一
生
の
う
ち
に
ど
れ

だ
け
得
す
る
か
分
か
ら
ん
ぞ
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
故
郷
は
行
き
た
く
な
る

と
こ
ろ
で
す
。
八
月
二
十
日
過
ぎ
ご

ろ
、
妹
と
い
っ
し
ょ
に
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
故
郷
へ
帰
る
の
を

楽
し
く
夢
見
な
が
ら
、
さ
よ
う
な
ら
。

故
郷
は
　
遠
く
に
あ
り
て
　
思
う

　
も
の
　
思
い
出
の
川
信
濃
川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．’＝＝3’乳1
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商
品
を
一
方
的
に
送
付
さ
れ
、
拒

否
の
通
知
を
し
た
り
商
品
を
返
送
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
消

費
者
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
話
で
す
。

購
入
の
意
志
が
な
け
れ
ば

　
　
　
そ
の
ま
ま
保
管
を

　
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、

注
文
も
し
な
い
の
に
商
品
が
送
付
さ

れ
た
場
合
、
送
付
の
あ
っ
た
日
か
ら

数
え
て
三
か
月
（
販
売
業
者
に
商
品

を
引
き
取
る
よ
う
告
げ
た
場
合
は
、

そ
の
日
か
ら
一
か
月
）
経
過
し
て
も

販
売
業
者
が
引
き
取
ら
な
い
場
合
は
、

そ
の
商
品
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
．
で
す
か

ら
購
入
の
意
思
が
な
け
れ
ば
、
代
金

を
支
払
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
返
送

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
か
月
（
商
品
の

引
き
取
り
請
求
を
し
た
場
合
は
一
か

月
）
の
期
間
内
に
商
品
を
使
用
し
た

り
消
費
し
た
場
合
は
、
購
入
す
る
意

思
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
代
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
購
入

す
る
意
思
が
な
け
れ
ば
、
期
間
が
過

ぎ
る
ま
で
、
そ
の
ま
ま
保
管
し
て
お

く
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
例
は
、
代
金
の

支
払
い
を
せ
ず
に
済
み
ま
し
た
し
、

ケ
ー
ス
②
は
、
百
貨
店
に
引
き
取
る

よ
う
告
げ
た
ら
、
手
違
い
で
あ
っ
た

の
で
請
求
書
を
破
棄
し
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
し
た
。
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一

日
上
父
通
課
員
に

　
　
　
　
町
か
ら
十
二
人

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
お
願
い
し
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
警
察
署
の
一
日
交
通
課
員
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
る
よ
う
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
太
陽
の
下
で

の
一
日
で
し
た
。
児
童
た
ち
に
感
想

を
聞
い
た
の
で
す
が
、
「
暑
か
っ
た
、

疲
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が
大
半
を
占

め
ま
し
た
。
体
験
文
を
書
く
と
き
ま

で
発
表
し
た
く
な
い
よ
う
な
雰
囲
気

も
あ
り
ま
し
た
が
…
…
。

「
た
ん
ぼ
で
は

泳
が
な
い
で
く
だ
さ
い
」

乞卓一轟、
　　　　　　　㊥
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本
年
度
の
皇
居
勤
労
奉
仕
団
一
行

六
十
人
は
、
七
月
一
日
か
ら
四
日
間

（
皇
居
構
内
二
日
、
赤
坂
御
用
邸
二

日
）
の
清
掃
奉
仕
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
汗
ば
ん
だ
服
装
の
ま
ま
、

天
皇
陛
下
、
皇
太
子
、
同
妃
両
殿
下

の
ご
会
釈
を
賜
り
、
万
歳
三
唱
の
時

に
は
目
頭
が
熱
く
な
り
、
声
が
薄
ら

ぐ
ほ
ど
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　
勤
労
奉
仕
を
終
え
、
宮
内
庁
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
、
す

が
す
が
し
く
帰
郷
い
た
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
引
き
続
き
皇
居
勤
労
奉
仕

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
私
の
と
こ
ろ
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
奉
仕
団
の
規
定
に
ょ

伏見櫓（やぐら）を背に川西の人たち

立秋が過ぎて、暑さの表現は

ミ残暑モということになりまし

たが、夏は折り返し点を回って

少しのところです。心と体を引

き締めることによって夏バテを

防ぎましょう。

夏休みを利用しての海や山へ

の行楽はお済みですか。家族旅

行は子供たちのモラルを高める

チャンスでもあります。それに

は親たちや周りの大人たちのマ

ナーのよしあしが左右してきま
す。

て用四団団奉i
い二間行長仕i
、6先り　でi
感∂禧食田感i
麗隔村激i　O9た限　　　　　1

才
　
一
郎

が
あ
り
ま
す
の
で
、

し
ま
す
。
電
話
は
（

5
番
、
有
線
は
2
3

皇
居
勤
労

ロ

ニ

i齢た6
　

i会萸吻猟力・
3　
1　　　川西町美術協会から
3
31　　川西町美術協会では、文化の
8　香り高い町づくりと、会の発展

　・充実を図るため、次の各部門
　で会員を募集しています。

　　美術に関心のある方、作品を
　制作してみたい方、年齢・性別
　は問いませんので、お気軽に申

　し込んでください。
　□書道部門　□絵画部門　□写

　　真部門
　＊各部門で独自の活動がありま

　　す。
　＊会員には特典があります。

　＊会費は年2，000円です。

　※詳しいことは、川西高校・平

　野〔8（68）3386〕またはハト
　ヤ・中条〔魯（68）2（殴3〕へお

　たずねください。

。。＿一一。一一一一＿一一一。一一一。。。o。一一葡。一
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飲
酒
運
転
の
追
放
を
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
仙
田
交
通
安
全
家
族
大
会
で

　
仙
田
交
通
安
全
家
族
大
会
は
、
今

年
で
九
回
目
を
数
え
ま
す
。

　
先
月
二
十
日
の
夜
、
会
場
の
仙
田

小
学
校
体
育
館
に
は
、
激
し
い
雷
雨

●
　
　
　
・
購
　
　
葭

　
　
　
ロ

　
　
　
じ

　
　
　
ド

　
　
　
ー

　
　
　
ロ

　
　
　
難

　
　
　
　
　
ロ
　
ロ

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
強
　
　
鷺
，

オオツノトンボ

川西町でも発見

葦
　
　
彰

　
　
・
表

　
　
の
繊
部

　
　
の

　
　
文

灘
羅
作

灘
掘

の
中
で
し
た
が
大
ぜ
い
の
方
々
が
参

集
し
ま
し
た
。

　
川
西
町
交
通
安
全
憲
章
の
唱
和
や

作
文
．
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
発
表

の
後
の
大
会
決
議
の
中
で
は
、
　
「
交

通
事
故
は
人
災
な
り
」
と
い
う
認
識

の
も
と
で
、
特
に
飲
酒
運
転
の
追
放

を
宣
言
し
ま
し
た
。

ア
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
地
区
の

方
々
が
出
場
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
若
返
り
ま
し
た

　
「
ス
ポ
ー
ッ
を
通
し
て
体
力

の
維
持
と
若
返
り
を
図
ろ
う
」

と
い
う
こ
と
で
、
先
月
二
十
八

日
に
第
七
回
川
西
町
老
人
ス
ポ

ー
ッ
大
会
が
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
対
抗
戦
で
し
た
の

で
、
自
然
に
選
手
も
応
援
団
も

ハ
ッ
ス
ル
し
て
き
ま
す
。
参
加

者
は
約
五
百
五
十
人
で
し
た
。

ん
　
ボ

さ
た
ン

沢
け
ト

古
つ
ノ

　
見
ツ

　
　
オ

　
　
オ

が

　オオッノトンボが両津市や十

日町市で発見され、話題を呼ん

でいるところですが、川西町に

も生息していました。

　上野の古沢徹さんは、先月25

日に庚塚のテニスコートで変わ

ったトンボを見つけ、捕まえて

図鑑で調べたところ、オオツノ

トンボということが分かったと

のことです。

　写真は、8月1日にこれも庚
塚で古沢さんが捕まえたもので

す。　rツノ（触角）」の長さは

2cmくらいありました。

　図鑑には、オオツノトンボは

本州、四国、九州に生息してい

るが、一般的には数は少ないと

出ています。

大玉送り

わ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
。
。
ρ
，
－

　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　

の
　
　
　
　
　
濫
．

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
し

自
慢
、
織

　
　
　
　
●
　
　
、
一
．
ビ
ぜ

　
　
・
σ
…
　
　
　
弓
へ
・
．
弔
㌦
、

八
十
歳
ま
で
踊
り
ま
す

　
室
島

　
　
高
野
チ
ヨ
さ
ん

　
「
私
の
趣
味
は
踊
り
で
す
」
と

高
野
さ
ん
は
言
い
切
ら
れ
た
。

　
「
お
と
と
し
ま
で
室
島
の
踊
り

の
グ
ル
ー
プ
渋
海
会
の
会
長
を
し

て
い
ま
し
た
。
渋
海
会
は
で
き
て

五
年
く
ら
い
で
す
が
、
そ
の
前
か

ら
婦
人
会
の
踊
り
の
グ
ル
ー
プ
は

あ
り
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
十
五

人
で
す
」

　
会
員
は
三
十
代
か
ら
六
十
代
ま

で
と
年
齢
に
幅
が
あ
る
が
、
同
じ

趣
味
で
集
ま
っ
た
人
た
ち
な
の
で

気
も
合
う
と
の
こ
と
。

　
「
練
習
は
室
島
集
落
セ
ン
タ
ー

で
第
一
と
第
三
の
土
曜
日
の
夜
に

や
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
藤
沢
か

ら
十
日
町
へ
出
た
方
で
私
の

知
り
合
い
で
す
。
流
派
は
若

柳
流
と
の
こ
と
で
し
た
」

　
練
習
で
も
着
物
を
着
る
の

で
、
着
付
け
の
勉
強
に
も
な

る
ら
し
い
。

　
「
新
し
い
踊
り
を
教
わ
っ

て
い
る
と
き
は
一
番
を
覚
え

た
、
二
番
も
覚
え
た
と
い
う
こ
と

で
楽
し
い
で
す
。
し
か
し
年
を
取

っ
て
き
た
の
で
覚
え
る
に
は
苦
労

を
し
て
い
ま
す
が
」

　
二
時
間
ぶ
っ
続
け
の
練
習
は
、

高
野
さ
ん
の
健
康
法
の
一
つ
で
も

あ
る
。

　
「
練
習
が
終
わ
っ
て
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
の
世
間
話
は
な
に
よ

り
で
す
」

　
渋
海
会
の
発
表
の
場
は
、
仙
田

の
交
通
安
全
家
族
大
会
や
地
区
の

老
人
会
な
ど
が
主
と
な
る
。

　
「
舞
台
に
立
つ
ま
で
の
練
習
は

踊
り
百
回
、
歌
二
百
回
と
い
い
ま

し
て
厳
し
い
で
す
よ
」

　
お
さ
ら
い
会
は
十
二
月
に
行
う
。

一
年
間
の
総
ま
と
め
で
あ
る
。

　
「
若
手
の
理
解
と
孫
の
応
援
が

あ
り
ま
す
の
で
八
十
歳
ま
で
は
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
あ
と
十
五
年

あ
り
ま
す
が
…
…
」
と
斎
太
郎
波

し
ぶ
き
を
踊
り
な
が
ら
ほ
ほ
え
む

高
野
さ
ん
。

「
民
謡
も
歌
謡
曲
も
踊
り
ま
す
」
と
高
野
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

灘

懸
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9トランス欄潟
　　前売入場券発売中！

ときめく出会いだ人・ゆめ・クルマ

《トランスポ’85新潟の概要》

■名称　関越自動車道全線開通

　　　　記念　トランスポ’85

　　　　新潟
■テーマ　人とくるまの調和を

　　　　求めて

■会期　　9月27日～10月20日

　　　　午前9時～午後5時
■会場　新潟市新光町（新県庁

　　　　隣）　駐車場無料
《展示内容》

　『くらしと交通館』『映像館』

　『くるま館』　『トライアル広

　場』　『モーターランド』があ

　ります。

《前売入場券のお知らせ》

■賞品が当たる抽選シール付き

　前売券　役場商工観光係にあ

　ります。

■入場料

警察官（高卒）の募集

　新潟県（警視庁、埼玉県、神

奈川県共同）男子警察官（高卒）

の募集が次により行われます。

①応募受付期限　9月7日
②受験資格

　昭和33年4月2日から43年4
　月1日までに生まれた男子で、
　高等学校卒業程度の学力を有

　する人．ただし、大学（短期
　大学を除く）を卒業または卒

　業見込みの人を除く．

③試験の日時・場所

（1）第1次試験　　9月22日　新潟

　市、長岡市、など．

（2）第2次試験　10月下旬～11月

　上旬　新潟市、長岡市、など．

※受験申込用紙は、十日町警察

署、各駐在所にあります。

「ものを大切にする運動」

　ポスター募集
　新潟県省資源県民運動推進会

議と新潟県では、資源やエネル

ギーを大切にする運動の一つと

して、県内の小・中学生からr

ものを大切にする運動のポスタ

ー」を募集しています。

■きまり　L応募できる人は県

　　内の小学生・中学生です。

　2応募作品は1人1点です。
　3今回の応募以外は、どこに

　　も発表しない作品であるこ

　　とが条件です。

■締め切り　9月30日　（当日の
　消印有効）

■送り先　〒950新潟市新光
　町4番地1　新潟県総務部県
　民広報課

■入選発表　11月中旬、学校長

　あてに通知します。

［＞題／自由ですが、省資源・

　省エネルギーを内容としたも

　のでなければなりません。

〉作品／用紙の大きさは、画用

　紙四ツ切（36cm×51cm）とし

　ます。油絵類は除きます。画

用紙の裏面に出品票を添付し

てください。

⑳⑦㊦、

区　　　分 』　　　　　　　士
則　　　冗 当　　日

大　　　人 1，000円 1，300円

高　校　生 700円1，000円
小・中学生 500円 700円
幼　　　児 200円 300円
■抽選日

■賞品

　●1等

　●2等

　●3等

　●4等

9月27日

ハワイ6日間の旅

台湾3日間の旅
グァム5日間の旅

ソゥル4日間の旅

　（いずれもペアでご招待）

　●5等　沖縄往復航空券（ペ

　アで5組）　などと豪華です。

■会場案内図

霞

ご存じですか

　　　検察審査会
　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から選ばれた11人の

検察審査員で構成され、いわば

国民の代表として、検察官が事

件を起訴しなかったこと（不起

訴処分）のよしあしを審査する

のを主な仕事としている機関で
す。

　犯罪の被害にあった人や犯罪

を告訴・告発した人から、検察

官の不起訴処分を不服として、

検察審査会に申し立てがあった

とき、審査を始めます。また、

検察審査会は、被害者などから

の申し立てがなくとも、進んで

検察官が不起訴にした事件を取

り上げて審査をすることもあり
ます。

　検察官がした不起訴処分に不

満を持っている方や、検察審査

会についてもっと詳しく知りた

い方は、お気軽に相談ください。

　相談や申し立てについての費

用はいっさい無料で、秘密は固
く守られます。

》長岡検察審査会事務局〔長岡

市三和3丁目9番地28　裁判所
構内　奮0258（35）2141〕

　トイレファンの

　販売員にご注意

　　　　東北電力十日町営業所

　近ごろ、東北電力の社員であ

るかのような口ぶり、服装で、

トイレファンを半強制的に取り

付けていく訪問販売員が出没し

ています。東北電力では、電気

製品の販売はいっさいしていま

せんので、このような販売員に

はご注意ください。
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、翻齢鰍麩適構『
　　　　　　　　　鞠麟欝魏1

　＄罵難矯ぱ、　癒戦没養嚢逡偉態薬禰懇辮念

撃葛叢麹澄態て、奎團戦没講追緯式藻行お轟

叢謙。

　覇闘ぽ、整集縫灘羅籍ン楼鳴塔難蒙奮⑳響、

そ擬慈奮図磁、職蝪癖家庭でも．董分闘の黙

老籔捲灘願騨じ叢議、

幽忌
善

　
円
＊
数
藤
進
吉
さ
ん

万
円

（
沖
立
）
か
ら
一
二

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

＊
藤
巻
直
治
さ
ん
（
岐
阜
県
・
垂
井

　
町
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一
助
に

　
と
一
万
円

＊
高
野
由
蔓
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
交
通
安
全
の
一
助
に
と
六
千
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＊
滋
野
正
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
二
万

大
東
紡
織
か
ら
贈
り
物

　
旧
千
手
中
学
校
体
育
館
を
工
場
に

改
築
し
て
先
月
か
ら
操
業
を
始
め
た

寝
装
品
メ
ー
カ
ー
の
大
東
紡
織
（
誘

致
工
場
名
は
大
東
紡
織
株
式
会
社
新

潟
工
場
）
か
ら
、
次
の
贈
り
物
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

＊
松
葉
荘
へ
羊
毛
ふ
と
ん
十
組

＊
千
手
保
育
園
ヘ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
一

台山
松
商
店
は
時
計
を
寄
贈

　
山
松
商
店
か
ら
、
千
手
保
育
園
に

ク
オ
ー
ッ
時
計
二
個
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

得電のあ咲oらせ
　　●　8月28日　（水）　／午後1日寺から　5日寺ま

　　で、上野の一部・元町・星名新田・田

　　代．　　　　　　　　　　　　　　ン’，

　●9月5日（木）／午前8時から正午ま　養

　　で、小根岸・木落・寺ケ崎．

茎　●9月5日　（木）／午後1時30分から5　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　時まで、四十歩・ ド原．
》

　　　　　　　　　　　　ポ譜麹騨・」
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曜
量
亀
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一
軸
一
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一
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甲
響
聯
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一
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三
一
齢
三
二
一
三
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．
三
…
一
三
一
…
三
．
∫
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5
三
…
一
…
一
一
…
一
一
一
三
一
．
．
．
5
三
三
。
…
三
」
一

　
　
少
年
野
球
大
会

　
　
　
千
手
小
A
が
優
勝

中チ星動場オーフ・ン

　中子運動場が7月21日にオープンしました。

運動場開きは6月30日に予定していたのです

が、毎日曜日に雨が降り、この日になったも

のです。運動場には野球場が二面あり、オー

プニングゲームは少年野球大会でした。

熱
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
戦

聯
味
晶
お
紹
㈹
㈹
㈹
一
B

　
　
　
　
　
8

Aブロック
優勝千手小A

橘
小
A

1
仙
田
小
A

O4
　
上
野
小
A

3
　
　
　
千
手
小
A

　
　
1
6

校歌斉唱の千手小Aチーム｛
II巳II。lll川II”ol。1－Illl5昌川巳愚II匿置川II巳lll川1巳。ll川lllll川臨ll811。。●Illlら」

B
ブ
ロ
ッ
ク
は
千
手
小
B

　
　
O
3
　
千
手
小
C

Bブロック
優勝千手小B

115

千
手
小
D

4

千
手
小
B

0
10　
　
上
野
小
B

12

橘
小
B

〆
影
』

匙

中子運動場のテープカット

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
婦
人
大
会
エ
プ
ロ
ン
ズ
に
ト
ロ
フ
ィ
ー

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
婦
人
大
会
は
先
月

二
十
八
日
に
開
か
れ
、
中
子
運
動
場

優勝エプロンズ

4

ニ
ュ
ー
マ
ミ
ー
ズ

お
は
よ
う

エ
プ
ロ
ン
ズ

フ
ラ
ワ
ー
ズ

オ
リ
ー
ブ
ズ

レ
モ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　
　
1

～
㌔
．
～
㌔
．
～
㌔
一
～
竃
9
．
一
ξ
一
…
。
ξ
。
…
一
。
三
一
一
．
～
㌔
．
．
．
口
三
三
．
一
一
三
㌔
．
ξ
…
．
．
3
三
一
．

に
は
華
や
か
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
が
舞

い
ま
し
た
。

灘
雛
、

灘

描
簿・
難
警

鐵
懸
羅
、

驚
塾
難

｝　おはよう対エプロンズ
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E
レ

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に

　
　
子
宮
ガ
ン
検
診
を

　
毎
年
多
く
の
方
が
子
宮
ガ
ン
の

た
め
に
死
亡
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
数
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
子
宮
ガ
ン
そ
の
も
の

が
減
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
早
期

発
見
と
治
療
の
進
歩
に
よ
り
、
死

亡
数
が
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。　
子
宮
ガ
ン
は
、
他
の
多
く
の
ガ

ン
と
比
べ
る
と
治
る
率
が
高
い
ガ

　
　
　
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

　
　
　
た
め
に
は
早
期
発
見
が
何

霧衡魑
よ
り
も
た
い
せ
つ
と
な
り

ま
す
。

　
子
宮
ガ
ン
に
は
、
発
性

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
し

す
る
場
に
よ
っ
て
子
宮
頸

ガ
ン
と
子
宮
体
ガ
ン
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。
子
宮

頸
ガ
ン
は
、
子
宮
の
入
り

口
に
で
き
る
ガ
ン
で
日
本

人
に
は
多
い
ガ
ン
で
す
。

発
生
の
原
因
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
一

般
に
既
婚
者
に
多
く
、
特

に
早
婚
で
お
産
の
回
数
の

多
い
方
や
、
身
体
を
不
潔

に
し
て
い
る
方
に
多
い
と

い
う
統
計
も
あ
り
ま
す
。
子
宮
体

ガ
ン
は
、
子
宮
の
中
に
で
き
る
ガ

ン
で
、
前
者
と
は
反
対
に
、
未
婚

や
不
妊
、
太
り
ぎ
み
の
方
に
多
く
、

糖
尿
病
の
方
に
も
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
比
較
的
壮
年
後
期
の
方

か
ら
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
症
状
は
初
期
の
う
ち
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
や
が
て
出
血
や
下
り

物
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
毎
年
子
宮
ガ
ン
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
検
診
を
受

け
る
の
は
一
〇
％
以
下
の
方
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
も
多
く

の
方
に
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
子
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
よ
う

ガ
ン
検
診
の
際
に
卵
巣
腫
瘍
の
検

診
も
行
う
予
定
で
す
。
ど
な
た
も

恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
検
診
を
お
受

け
く
だ
さ
い
。

　
治
療
は
、
早
期
に
発
見
し
、
早

期
に
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。

べ
窃

　
、
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を
ゑ
　
ゼ
ピ
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ゆ
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鞠
戸
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の
窓
か
ら

勾聲
骸
犠
犠
犠
葛
膿
葛
犠
葛
葛
葛
膿
葛

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

中小青相小高小数
川林木崎川橋林藤
トミ善キレソ仲里
キト司クンヤ治香

沖
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中
仙
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六
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赤
谷
　
　
七
三

発
電
所
通
東
七
四

沖
立
　
　
七
六

木
落
　
　
七
六

中
仙
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八
一

仁
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う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
さ
ゆ
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丸
山
沙
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美
　
文
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二
女
　
木
　
島
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へ

小
わ
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励
　
畔
壇

　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
三
領
水
品
　
　
律

◎
妻
有
の
札
所
巡
礼
夏
帽
子

◎
整
然
と
座
禅
座
布
団
黒
涼
し

　
巡
り
来
て
寺
と
い
う
も
の
皆
涼
し

　
夏
帽
子
か
ぶ
り
し
ま
・
に
遠
会
釈

　
石
畳
尽
き
た
る
と
こ
ろ
濃
紫
陽
花

　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
東
へ
伸
び
ゆ
く
雲
の
峰
連
ね

　
　
　
な
つ
き

高
橋
奈
月
満

　
　
　
ま
さ
き

喜
多
将
貴
秀
夫

　
　
か
な
こ

小
柳
可
菜
子
克
義

　
　
な
つ
き

羽
鳥
奈
津
希
　
和
則

　
　
ゆ
う
だ
い

本
田
雄
大
雄
二

長長長長長男女女男女
伊
友

学
校
町
元
町
木
落

朝
日
町

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

面　
新
郎
高
橋
靖
　
三
領

　
新
婦
鈴
木
美
枝
静
岡
県
か
ら

　
【
訂
正
と
お
わ
び
】

　
前
号
、
戸
籍
の
窓
か
ら
の
「
う
ぶ

声
…
・
」
の
欄
で
、
“
太
田
恵
利
子
”

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
　
“
太
田
恵
理

子
”
ち
ゃ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　
音
立
て
・
寛
の
落
つ
る
花
石
榴

　
山
門
の
苔
の
青
さ
や
先
住
忌

　
得
度
式
無
難
に
済
み
し
夕
涼
み

　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

◎
蝉
生
る
板
碑
の
少
し
傾
き
ぬ

名
水
の
湧
く
夏
草
を
刈
り
広
げ

初
孫
の
む
づ
か
り
続
く
返
り
梅
雨

　
　
　
　
　
白
倉
　
　
　
圭
子

病
む
夫
に
気
づ
か
う
窓
の
葭
簾

病
床
の
夫
に
は
し
り
の
西
瓜
買
う

代
々
の
鉢
に
漬
梅
程
の
よ
く

　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

梅
雨
寒
や
眼
下
に
吠
ゆ
る
石
廊
崎

茎蜷榔難椰艦轄嬬お騨
？。も　　　　　　　　　亭￥
範　7月の交通事故発生件数詫
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1奎件数1（1ぽ（1擁
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粘死　者0（o）0（1）？3
麹聲い0（・〉3（・塵
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心
配
ご
と
相
談

●
8
月
2
1
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
8
月
2
8
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

●
9
月
4
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

●
9
月
11
日
…
…
…
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
。

梅
雨
晴
の
波
湛
え
た
る
相
模
湾

夕
涼
み
径
の
余
熱
に
月
赤
し

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

大
西
瓜
音
た
し
か
め
て
椀
ぎ
と
ら
れ

芋
の
露
と
ど
ま
り
き
れ
ず
走
り
け
り

日
を
背
に
し
揃
い
目
立
ち
ぬ
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

夏
木
立
城
趾
へ
続
く
道
白
し

夏
木
立
中
洲
球
場
試
合
中

　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
チ
ヨ
ノ

仁
王
門
見
上
げ
詣
り
ぬ
十
七
夜

ボ
ン
ボ
ン
と
音
し
て
西
瓜
出
来
の
よ
し


